
1/21 

WRO 2007 in Taipei 

General Rules 

 
Regular category では、WROに参加する全ての年齢層のチームは 2 種類の競技に参加しなければならない。それぞ
れの競技は２回ずつ走行を行い、それぞれより良い記録を採用する。勝利チームは 2種類のゲームのそれぞれ良い

方の記録の合算により決定される。 

 

小学生の部の２種目は「ROBO RALLY」と「ROBO PUZZLE RACE」。 
中学生の部の 2種目は「ROBOT AMBULATING RALLY」と「Train of Alishan」。 
高校生の部の 2種目は「Robo Sorting」と「Alishan Timber Loader」。 
 
 
①WORLD ROBOT OLYMPIAD 2007の競技ルールはWORLD ROBOT OLYMPIAD準備委員会により設定され、競技
会期間中のみ適応される。 
②機材 
１ 競技ルールで特別に定めた場合の除いて、チームがロボット組み立てに使用する機材は、LEGO製品でなく
てはならない。ロボットの制御部分はMINDSTORMS RCXまたは NXTでなくてはならない。また、プログ
ラムは ROBOLABまたは教育用 NXTでなくてはならない。委員会により認められていない機材やプログラ
ムを使用したチームは競技会において失格と見なす。 

２ 競技で使用する材料、ソフトウェア、コンピュータをすべてチームごとに用意すること。 
３ 各チームはスペアパーツを十分に考慮すること。もし材料にアクシデントや故障があった場合でも、委員会

はいかなる修理や交換の責任も追わない。競技コート脇に「スペアパーツエリア」が設けられる。審判から

許可を得て、選手は大会スタッフと共にスペアパーツエリアに行き、コーチからパーツを受け取ることがで

きる。コーチはいかなる指示のためにもコートにはいることはできない。 
４ 試合で使用されるバッテリーは委員会より統一して配布される物、または MINDSTORMS NXT のリチウム
バッテリーでなくてはならない。委員会に認められていない他の電源供給物は禁止。 

５ 競技会で使用するパーツは完成、またはそれに準ずる状態ではならない。マシンの状態に見える物、各種道

具による組み立て指示、ロボット組み立てガイドや図、出来上がっているプログラム、完成しているプログ

ラムが事前に入っている RCXや NXT、などは不正と判断される。 
６ パーツを補強するためのねじ、接着剤、テープは禁止である。このルールが守られない場合はその競技に於

いて失格となる。 
７ （例えば RCX, NXT、モーター、センサーといった）パーツの改造は認められない。この規則に反したロボ
ットはその競技に於いて失格となる。 

③ロボットの規定 
１ 競技ルールで特別に定めた場合を除いて、スタート前のロボットの最大サイズは 250mm×250mm×250mm
以内であること。 

２ 特別に定めた場合を除いて、競技会で使用するモーターとセンサーの数については限定しない。 
３ 特別に定めた場合を除いて、動作中のロボットに干渉したり補助するいかなる行動も禁止である。この規則

に反したロボットはその競技に於いて失格となる。 
４ ロボットは自律型であり、自力でミッションを終えることができること。無線操縦、リモコン、有線でのコ

ントロールは禁止である。この規則に反したロボットはその競技に於いて失格となり、直ちに競技を終えな

くてはならない。 
５ NXTを使用する場合、ブルートゥース機能は切っておくこと。 

④競技会 
１ 組み立て時間：６０分 
２ 選手は委員会からのアナウンス後に組み立て、プログラミング、テスト走行を始めることができる。組み立

て時間が終了したら、ロボットを所定の場所に置くこと。審判による組み立て確認後、競技は開始される。 
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３ 各競技２回戦行われる。１０分間の「ロボットメンテナンス時間」（プログラムダウンロードとパーツ交換

を含む）が、１回戦終了後与えられる。順位は２回戦のベストスコアによるものとする。 
４ 選手は自分のロボットの扱いに注意すること。もしもロボットが取り扱い不注意、ぶつけたり、落としたり

その他の理由により、故障したりプログラムのダウンロードができなくなっても組み立て時間は延長されな

い。時間延長は予期せぬ原因の場合と、選手がその場で審判に理由と要求をした場合にのみ適用される。言

い換えれば選手が審判に意見を表明ししない場合、あるいはその意見が却下された場合、時間の延長は行わ

れない。 
５ 組み立て時間が終了したら、ロボットの改造や交換はできない。（例：プログラムのダウンロード、バッテ

リー交換） また、時間延長の要求もできない。ロボットがうっかり壊れた場合、選手には１分与えられ、

審判の許可の元で、ロボットの修理ができる。しかしパーツを足したり減らしたり、プログラムをダウンロ

ードしたりはできない。 
 

⑤競技コート 
１ 選手は委員会の用意したエリアでロボットを組み立てなくてはならない。（各チーム毎に場所がある。）選手

とスタッフと許可を得た者以外は誰も競技エリアに入ることはできない。 
２ 手本と競技コートは大会当日委員会より提示される物に従う。 
 

⑥以下の行いは厳しく禁止される。 
１ 競技コート、手本や他チームのロボットを壊すこと。 
２ 危険物を使用すること。や妨害行為となりうる行為。 
３ 他チーム、観客、審判やスタッフへの暴言。 
４ その他、審判が妨害や不正と見なす可能性のある状況を作り出すこと。 
 
⑦ 審判は競技中、絶対的な権限を持つ。その決定は変更しないし不可能である。仮に競技ビデオを見たとしても、

決定は覆らない。 
 

⑧審判により失格と見なされた場合、そのチームのロボットはただちに競技を中止し、そのマッチは得点無しとす

る。 
 

⑨委員会は、あるチームがルールを破った場合、そのチームを失格とする権限を持つ。 
 

⑩競技中、何らかの通信機器や方法は厳しく制限される。競技エリアの外側にいる人は、選手と話したり連絡を取

り合うことも禁止される。このルールを破ったチームは失格と見なされ、直ちに競技を止めなくてはならない。必

要に応じて、委員会は審判の許可の元、メッセージを出すことができる、また、スタッフの了承のもと、コミュニ

ケーションを取ることができる。 
 
⑪コートの不備、あるいは成績決定不可能により、競技が遅れた場合、審判はもう一回試合をすることもある。選

手は反対することはできない。もし選手が競技コートが成績に影響したと疑念を抱いたら、その旨をその場で意見

を表明することができる。その後審判は再試合の有無について決定する。試合後の意思表明は受け付けない。もし

再試合が開かれる場合、再試合の得点は最終的な物となる。：つまりロボットが競技会を終えていようといまいと。 
 
⑫選手が意見や疑念を持ったとき、その場の審判に意見を表明しなくてはならない。審判は適切に判断する。試合

が終了し選手がコートを離れた後の抗議表明は受け付けない。ルールに対する不賛成や認識違いがあった場合、最

終決定は審判が決定する。 
 
⑬委員会は写真、ビデオ、その複製、編集、様々なメディアでの使用の権利を持つ。どのチームも反対できない。 
 
⑭ルールに不備や差しかえがあった場合、最終決定は審判が発表する。審判はルール説明に絶対的な権限を持つ。 
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WRO2007 国際大会で使用可能なモーターとセンサー 

※レゴマインドストームセット（RCX または NXT）に含まれるもののみ。 

5225 

 

モータ 

9758 

 

光センサー 

9842 

 

サーボモータ 

9843 

 

タッチセンサー 

9844 

 

光センサー 

9845 

 

サウンドセンサ 
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9846 

 

超音波センサ 

9889 

 

温度センサー  

9891 

 

角度センサ  

9911 

 

タッチセンサー 
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ROBOT RALLY（小学生） 

ロボットはスタートエリアからスタートし、様々な障害物を越え、フィニッシュエリアに着いたら風船を針で 

割ること 

①コート：（この図は解説用のものであり、実際の障害物の順番は異なる） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ コートは長さ 2340mm、幅 1140mm（土台は白）。壁は高さ 90mm で内側は黒。黒線は幅 18mm。 

２ スタートエリアとフィニッシュエリアは400mm×360mm。フィニッシュエリアに風船が設置してある。 

３ 折り返しエリアは 400mm×750mm。 

４ トラックは１２のセクションに分かれている。各セクション 385mm×360mm。トンネル・橋・故障車・草地・

小石・障害物無しが配置される。 

 

トンネル 

トンネル内側は幅 250mm×高さ 300mm×長さ 349mm。 

壁の幅 55mm。 

壁の表面は黒。 

上部は透明のアクリル板。 

中央・入り口・出口に 18mmの黒線。 

 

 

橋 

下は白。橋の入り口と出口に黒線が引かれており、幅18mm。 

橋の表面は幅 250mm×高さ 50mm×長さ145mm。 

橋の中央に黒線（幅 18mm）がある。 

  

 

 

 

 
 

 

 




